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　0．はしがき
　時系列の傾向線を求めるには，手描法によって平滑化するが，その土台としてよく移動

平均を用いる。しかしこの方法は傾向線が直線的傾向をもつ時はよいが，その他の場合は，

取り上げたデータの重みを同一にしているため，資料が平均化され，問題点の特性が失わ

れる。そこで筆者は新しい平滑法として，補間公式を援用して，次の2種の加重移動平均

式を工夫した。

　いま数列｛厨を等差数列とし，時系列P・（κ・，y・）をとり，．P‘点を中心に（2ん＋1）

個の点R一κ，P掃＋1，…，　R－1，　R，　R＋1，…，　R＋んをとる。

　1）R点を除いた2ん個の点P琶棚…，P五一1，　P盛一1，…，P温をすぎる補間公式プ（の

を求め，鉾の平滑値として

　　食一一髪｛ツ‘＋∫（κの｝　　　　　　　　　　　　　　　　　
（0．1）

を定めた。これによる平滑値を第1型加重移動平均と名づける。

　2）P乞一ゴ，P御・1の中点をM一あ．　P暫一1，　P田の中点をM副とし，2々個の点M揃，

…，MH，　M‘．1，…，　M拙をすぎる補間公式g（κ）を求め，ッ¢の平滑値として

　　ム
　　ツ盛瓢9（切　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0．2）

とした。これによる平滑値を第2型加重移動平均と名づける。

　　ここに公式（0．1），（0．2）を求めたい。

　1．第1型加重移動平均

　2ん個の点P揃，∵・，P乞一1，　P¢・1，…，P漏をすぎる補間公式∫（κ）は数列｛κ。｝が

等差数列であるからLagrahgeの一般補間公式を用いて求められ，それに貌を代入す

ると

三一
､一急（71）’一1（偽）（揖噛）・・……・（L・）

　　　　　　　ム　よって平滑値ッzは

3一、（上2々ん）｛（2汐）璽（一・ヂ（誕ブ）噛・二一（・・の

　簡単のために
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とおけば，上式は

　　　　　　く　　　　　　為
　　　　　　　ツ¢＝ Σz〃名＋γy乞＋7　　　　　　　　（1．4）
　　　　　　　　　　r＝一㌃

　となり

　　　　　　　あ
　　　　　　　ΣzOz＋T＝1　　　　　　　　　　（1．5）
　　　　　　γ巽一層

である。よって（1．2）式　すなわち（1．4）式は加重移動平均を示している。

系1・急（一・）％鷺）一調　　’　（…）

　　系・ω一÷一　　　　　　　（…）

2．第1型加重移動平均の公式

　2ん＋1個の加重移動平均の公式（1．4）式で々篇1，2，3，4　について求めること次

のようになった。簡単のために　2ん＋1＝祝とおく。

　1）ん；1のζき　〃2＝3（3点移動平均）

　　3一÷（ニソε一1十2ツ¢十y許1）　　　　　　（…）

　2）ん＝2のとき　〃2＝5（5点移動平均）

　　3一古（一）ノ¢＿2十4y乞一1十6夕¢一暑一4ツ霊＋1－y乞←2）　　　　　　　　　　　（2）

　3）ん＝3のとき　甥＝7（7点移動平均）

　　3一ゐ一（y取皿3－　6夕盛一2　十　15ツ‘一1十　20二y己十　15ニソz＋1－6ニソτ＋2十夕乞＋3）　　（2）

　4）ん＝4のとき　〃1＝9（9点移動平均）

　　3「お｛一抽・・抽一28財56卸一・ギ・・黄・5三一・8％・＋・抽一飼（…）

ここにyγの係数砺の和，Σωγ＝1になっている。

　3．第2型加重移動平均

　Rを中心に2々＋1個の点P赫，…，R，…，　P瀬．をとり，Pf一ゴ，　P乞．ゴ．・の中点をM房

Pf＋ゴー1，　P‘．ゴの中点をM掘とおき，2ん個の点M揃，…，　M乞，…，　M融をすぎる補間

　　　　　　　　　　　　　　　ム式g（κ）を求めるとy¢の平滑値ッ乞はg（錫）で表わされる。すなわち
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　　へ　　　　　　　　　　　　だ
　　y諺＝9（κ‘）＝Σ｛δ‘一ゴOな＿ゴ十ツ乞＿ゴ＋1）十う♂＋ゴ（yじ＋ゴ＿1十ツ‘＋ゴ）｝　 （3．1）

　　　　　　　　ゴー1

　ここに

扉・一三・一（2燗ｼ～〒暮≡13●L（一・三三1）、ブ≒（…）

　簡単のため

　　　　　　簿ll＝；：lll；：：1：1｝　　（ノ＝1，2，…，ん一1）

　　　　　　ω‘　＝乱

　　　　　　既＋化＝う帖

　とおけぽ（3．1）式は

　　　　　　ム　　　　ぬ
　　　　　　ツ乞濡Σz砺＋γ逃＋r　　　　　　　　　　　　　（3・3）・
　　　　　　　　γ＝一㌃

　　　　　　　だ
　　　　　　Σω¢＋を＝1　　　　　　　　　　　　　　　（3．4）
　　　　　　r＝一滝

　よって（3．1）式は加重移動平均を示している。

（注）項数が偶数2んの移動平均を考えるのに，2ん一1個の点P¢．配，…，PH，　R，…，

P獺一・の補間公式よりッ乞の平滑値y！を求め，次にP‘一㌃．・，…，R，…，P榊の2ん一1個．

の点をすぎる補間式よりッ‘の平滑値y”を求あ，その平均をッ乞の平滑値にとれば，こ

の値は（2々＋1）個の移動平均（3．1）式となる。よって2ん個の移動平均を考えるときは，

むしろ（2ん十1）．個の移動平均にとれぼくわしい。

　4．第2型加重移動平均の公式

　2々＋1個の第2型加重移動平均の公式は（3．1）式でん；1，2，3，4・　とおいて求め

てみる。簡単のために2々＋1＝御とおく。

　1）ん＝1のとき〃z＝3（3点移動平均）

　　盆一÷（ツレ1十2）7♂十y‘＋1）　　　　　　（…）

　2）ん濡2のとき〃2罵5（5点移動平均）

　　3一童（一二ソ‘一2十8ニソz－1一十18ツz十8ツz＋1一ツ乞＋2）　　‘　　　　　　　　　　　　　（4）

　3）ん＝3のとき甥＝7（7点移動平均）

　　3一虚（・抽一22財・25婦…針・25％・一22知・・飼（…）
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　4）ん＝4のとき〃z＝9（9点移動平均）

　　〈　　　1　　　　　　　｛一15（y乞一4＋yz＋4）十132（ニソ乞＿3＋ツ乞＋3）一588（y6＿2十二珍＋2）　　ツz＝
　　　　12288

　　　　　　　十2940（ッ乞＿1十」y乞＋エ）＋7350yz｝

　ここにΣ筋＝1が成立する。

（注1）　これまでの3点移動平均は

　　3一一÷（処・＋鍬細

であるのに対し，

であることに注目したい。

　　猟十匝＋2卸・卸・1）

（注2）　この論の要旨を昭和40年7月，

No．16，1975

（4．4）

3点加重移動平均は第1型（2，1）式，第2型（4．1）式ともに次の通り

日本統計学会において発表した。

’


